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2025年 6月 30日 

公益社団法人 日本パブリックリレーションズ協会 

 

 

公益社団法人日本パブリックリレーションズ協会（所在地：東京都港区、理事長：山口

恭正）はこのほど、2019 年に策定した「ＰＲ活動ガイドライン」を一部改訂しました。 

本ガイドラインは、広報・ＰＲの実務者（ＰＲパーソン）が業務を行う際のあるべき行

動基準を示したものであり、協会会員をはじめとして、すべての PR パーソンの皆さまに対

して当協会が強く推奨するものです。 

 

2016 年に全面改訂を行った「協会倫理綱領」を受けて 2019 年に制定した本ガイドライ

ンは、ＰＲの活動目的である「相互理解と合意形成」、「信頼関係を深めるためのコミュニ

ケーション」などを実現するために策定したものです。 

 このたびの改訂では、昨今話題となっている“ステマ規制”や“生成 AI”などに関する

記述、人権・法令順守に対する一層の配慮などを織り込みました。 

 

今後は、日本パブリックリレーションズ協会公式サイト（https://www.prsj.or.jp）を

はじめ、協会発行の刊行物やセミナー・イベントなどを通じて協会内外に広く周知し、さ

らなる理解獲得に努めていく予定です。 

 すべてのＰＲパーソンが本ガイドラインをふまえて適切な業務を実行することによって、 

パブリックリレーションズの一層の理解、普及につなげていきたいと考えています。 

 

日本パブリックリレーションズ協会（PRSJ）が 

「ＰＲ活動ガイドライン」を改訂 

 

～“ステマ規制”“生成 AI”など近年のイシューを反映～ 
      

URL：https://prsj.or.jp/about/pr-guideline/ 


